　　　年　　月　　日

グローバルCOE国内会議派遣プログラム

申請書
	フリガナ
氏名
	
	所属･職
	

	
	
	
	

	電話
	
	メール
	

	研究分野
	

	参加会議名
	

	会議発表題目

日本語訳
	

	会議開催
年月日
	　年　 月　 日　～

　年　 月　 日
	会議発表
年月日
	年　　月　　日

	会議開催地

（都市名）
	
	会場名

(機関等名称)
	

	出張期間
	　　　年　　　月　　　日　～　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　〔　　　　日間〕

	会議

プログラム
	発表者の名前が記載されているURL　プログラムがまだURLに載っていない場合は、採択通知を送ってください。

	＜旅程＞
	＜例＞
　H21.7.10　第１泊：東京から大阪へ移動

　H21.7.11　第２泊：大阪大学で研究発表（AM 10:00～）

　H21.7.12　大阪大学で研究発表の聴講（AM 11:00～）、同日帰宅
7月10日の発表は朝10時なので前日から大阪に移動する必要がある。また発表翌日の「タガログ語の態について」の発表は、自身の研究テーマと深く関連するため、ぜひとも聞いておきたい。



	＜備考＞
	


発表日程が詳細に決まっていない、あるいは２泊以上の滞在目的が明確になっていない場合には、申請を許可できないことがありますので注意してください。

研究内容およびグローバルCOEとの関連性

	


【注意】　

(1)　申請者は第１発表者であること。投稿中・審査中も含む（決定時期を備考欄に記入し、決定次第、pdf@tufs.ac.jpへ連絡）。

(2)　居住地から現地までの往復運賃および発表日と発表前日の滞在費・日当（1泊2日分）のみ支給。原則として、国内旅費は発表を行い、翌日に戻って来ることを前提とします。そのため遠方でなければ、出張期間は通常１泊２日です。遠方の場合は最大２泊３日の出張が可能です。学会会場が東京近郊の場合は、自宅から会場までの往復交通費のみ支給します。
(3)　備考欄に、発表日を含む旅程を記入すること。特に２泊以上の滞在を希望する場合には、その目的と理由を記入すること。

(4)　発表日が未定の場合、仮の日程を定めて旅程を記入すること（正式な発表日程が決定次第、pdf@tufs.ac.jpへ連絡）。研究発表の採択通知を受け取っている場合は、採択通知のコピーを提出してください。
 (5)　2010年度の国内・国際会議派遣プログラムの予定

	国際会議時期
	申請期間
	審査結果通知（予定）

	５月～７月
	４月２２日～２８日
	５月中旬

	８月～１０月
	６月１日～７日
	６月下旬

	１１月～１月
	９月１日～７日
	９月下旬

	２月～４月
	１２月１日～７日
	１２月下旬



